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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
空
に
蒼
の
絵
の
具
を

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
１
５
３
Ｐ

【
作
者
名
】

　
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ

【
あ
ら
す
じ
】

　
世
の
中
に
絶
望
し
、
放
浪
生
活
を
決
心
し
た
中
嶌
　
恒
彦
の
十
年
に
渡
る
世

界
放
浪
。
絵
の
具
と
画
用
紙
、
ギ
タ
ー
と
愛
犬
の
ｊ
ａ
ｃ
ｋ
を
連
れ
て
旅
に
出

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
貧
困
、
飢
餓
、
紛
争
、
政
治
、
虐
殺
な
ど
世
界
は
中

嶌
の
想
像
以
上
に
混
沌
と
化
し
て
い
た
。
だ
が
、
人
々
に
は
常
に
笑
顔
が
あ
っ

た
。
優
し
さ
が
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
そ
ん
な
人
々
の
姿
を
中
嶌
は
形
あ
る

も
の
、
形
な
き
も
の
に
変
え
、
帰
国
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
汚
れ
た
世
界
を

変
え
る
た
め
に
・
・
・
。



2

青
い
神
々
（
前
書
き
）

人
生
初
の
小
説
で
す
。
時
間
に
余
裕
の
あ
る
か
た
、
ど
う
ぞ
読
ん
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
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青
い
神
々

私
は
中
嶌
　
常
彦
。
都
内
の
小
さ
な
町
工
場
に
勤
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
も
う
今
年
で
三
十
二
歳
に
な
る
。
結
婚
は
し
て
い
な
い
。
嫁
さ
ん
の
代

わ
り
に
一
匹
の
犬
が
い
る
。
だ
が
こ
い
つ
は
オ
ス
だ
。
名
前
は
ｊ
ａ
ｃ
ｋ
。
今

年
で
五
歳
に
な
っ
た
。
　
　
私
は
絵
が
好
き
だ
。
子
供
の
頃
は
山
や
海
の
絵
を

よ
く
描
い
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。
音
楽
だ
。
私
は
音
楽

が
好
き
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
に
は
古
び
た
ギ
タ
ー
が
一
本
あ

る
。
父
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
ｊ
ａ
ｃ
ｋ
は
こ
の
ギ
タ
ー

の
音
色
が
好
き
な
よ
う
で
、
弾
い
て
や
る
と
す
ぐ
に
寝
て
し
ま
っ
た
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裕
福

で
は
な
い
が
そ
ん
な
に
家
計
が
苦
し
い
事
も
な
く
、
普
通
に
暮
ら
し
て
い
た
。

　
　
１
０
月
８
日
　
午
前
６
時
３
０
分
　
晴
天
　
気
温
１
８
℃
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
す
っ
か
り
秋
の
空
だ
っ
た
。
と
て
も
過
ご
し
や
す
い
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
も
の
よ
う
に
朝
食
を
食
べ
、
シ
ャ
ワ
ー
を
し
て
、

ｊ
ａ
ｃ
ｋ
に
餌
を
や
り
、
歯
を
磨
き
出
勤
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
社
に
着
く
と
皆
が
私
を
見
て
い

た
。
何
故
か
見
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
の
毒
そ
う
に
・
・
・
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
時
だ
っ
た
。

事
務
員
の
加
藤
さ
ん
が
「
社
長
が
お
呼
び
で
す
。
」
　
　
　
　
　
　
と
、
小
声

で
言
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

な
ん
で
？
」
と
聞
い
て
み
た
。
加
藤
さ
ん
は
僕
を
睨
み
、
「
い
い
か
ら
。
」
と

僕
の
背
中
を
押
し
て
き
た
。
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
社
長
の
部
屋
は
以
外
に
綺
麗
だ
っ
た
。
美
し
い
と
か
じ
ゃ
な
く
、

整
頓
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
長
は
「
座
り
な
さ
い
」
と
言
っ
て
促
し
た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僕
も
「
失
礼
し
ま
す
。
」
と
ソ
フ
ァ
に
腰

掛
け
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僕
は
だ
ら
し
な
く
辺
り
を
キ
ョ
ロ
キ

ョ
ロ
見
渡
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
と
、
本
棚
の
一
番
上
に
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僕
の
好
き
な
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
の
Ｃ
Ｄ
が
あ
っ
た
。
　
　
　
　
社
長

は
気
に
な
っ
た
よ
う
で
「
中
嶌
く
ん
？
」
と
言
っ
て
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
僕
は
慌
て
て
「
あ
、
す
い
ま
せ
ん
・
・
。
」
と
謝
っ
た
。
で
も
気
に
な
る
・
・

。
　
「
今
日
、
君
を
呼
び
出
し
た
の
は
ね
・
・
君
に
お
願
い
が
あ
る
か
ら
だ
。
」

　
　
　
　
「
は
い
、
な
ん
で
し
ょ
う
・
・
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
実
は
こ
の
時
、
ぼ
く
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
長
直
々
の
頼
み
ご
と
な
ん
て
き
っ
と
デ
カ
い
仕
事

に
違
い
な
い
！
！
　
　
　
　
　
　
　
だ
が
、
そ
の
幻
想
は
次
の
社
長
言
葉
で
打

ち
砕
か
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
君
に
会
社
を
辞
め
て
ほ
し
い
ん

だ
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
・
・
・
・
・

へ
？
？
！
・
？
・
・
・
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
会
社

を
辞
め
て
欲
し
い
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
な
ん
で
？
」
タ
メ
語
に
な
っ
て
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
「
人
を
減
ら
さ
な
き
ゃ
こ
の
会
社
は
危
な
い
ん
だ
よ
。
」
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
「
で
、
な
ん
で
俺
な
ん
で
す
か
！
？
他
に
も
人
は
幾
ら
で
も
・
・

。
」
　
　
　
　
　
　
「
君
が
一
番
業
績
低
い
か
ら
ね
。
当
然
の
事
な
ん
だ
よ
。

今
の
世
の
中
・
・
。
」
　
　
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
何
故
俺
な
ん
だ
？
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
ま
で
一
生
懸
命
に
働
い
て
き
た
。
　
な

の
に
・
・
・
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺
は
中
坊
の
頃
か
ら
人
は
頭
よ
り
心

だ
と
思
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
儚
い
思
念
が
今
、
壊
さ

れ
て
し
ま
っ
た
・
・
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺
は
退
職

金
を
受
け
取
り
、
重
い
足
取
り
で
家
に
帰
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
で

は
ｊ
ａ
ｃ
ｋ
が
腹
を
空
か
し
て
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
情
け
な
い
気
持
ち
に
な

っ
た
。
　
こ
の
先
に
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
・
・
・
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
い
う
事
を
考
え
な
が
ら
死
人
の
様
な
形
相
で
帰
宅

し
た
。
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放
浪
生
活
開
始
ま
で
、
あ
と
一
週
間
。
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青
い
神
々
（
後
書
き
）

ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
「
青
い
神
々
」
は
放
浪
生
活
の
要
因
で
あ
る
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
「
世
の
中
へ
の
絶
望
」
を
主
体
に
書
き
あ
げ
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
回
は
「
赤
裸
々
」
　
投
稿
日
は

未
定
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

空に蒼の絵の具を
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